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(57)【要約】
　本発明はダウンリンクパワー調整の通知方法及び装置
、ダウンリンクパワー調整の取得方法及び装置を開示し
、該通知方法は、少なくとも発見信号パワーの不変を保
持し或いは発見信号のパワーを調整することにより自己
適応調整を実現し、自己適応調整後に構成されたパワー
パラメータを端末、及び／又は隣接したスモールセル、
及び／又はマクロセルに通知することを含む。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ダウンリンクパワー調整の通知方法であって、
　少なくとも発見信号パワーの不変を保持し或いは少なくとも発見信号のパワーを調整す
ることにより自己適応調整を実現し、自己適応調整後に構成されたパワーパラメータを端
末、及び／又は隣接したスモールセル、及び／又はマクロセルに通知する、前記方法。
【請求項２】
　前記少なくとも発見信号パワーの不変を保持し或いは少なくとも発見信号のパワーを調
整することにより自己適応調整を実現することは、
　ダウンリンクチャネルと基準信号の送信パワーを調整し、かつ発見信号のパワーを不変
にし、或いは、ダウンリンクチャネルと基準信号の送信パワーを調整せず、かつ発見信号
のパワーを調整することにより自己適応調整を実現することを含むことを特徴とする
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記自己適応調整後に構成されたパワーパラメータを前記端末に通知することは、
　前記スモールセルがダウンリンクパワーの自己適応調整を行った後に前記通知をトリガ
ーし、前記スモールセルは前記パワーパラメータを端末に通知することを含み、前記パワ
ーパラメータは少なくとも発見信号の関連パワーパラメータを含むことを特徴とする
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記スモールセルが前記パワーパラメータを端末に通知する方式は、
　前記スモールセルが、直接調整後の発見信号のパワーを無線リソース制御（ＲＲＣ）シ
グナリングによって前記端末に通知すること、
　前記スモールセルが、発見信号のパワーと基準信号のパワー（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅＳｉ
ｇｎａｌＰｏｗｅｒ）の係数関係或いは偏差をＲＲＣシグナリングによって前記端末に通
信すること、
　前記スモールセルが、発見信号のパワー変化値をＲＲＣシグナリングによって前記端末
に通知することのうちのいずれか一つを含むことを特徴とする
　請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記自己適応調整後に構成されたパワーパラメータを前記隣接したスモールセル、及び
／又は前記マクロセルに通知することは、
　前記スモールセルのカバレッジを収縮し或いは拡大する前に、或いは発見信号のパワー
を調整する前に、隣接したスモールセルとエッジ端末に対し協力処理を行う必要があり、
前記スモールセルが前記パワーパラメータを前記隣接したスモールセル、及び／又は前記
マクロセルに通知することを含み、前記パワーパラメータは少なくとも発見信号の関連パ
ワーパラメータを含むことを特徴とする
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記スモールセルが前記パワーパラメータを前記隣接したスモールセル、及び／又は前
記マクロセルに通知する方式は、
　前記スモールセルが、発見信号のパワー、及び／又は他のダウンリンクチャネル／信号
のパワーを、Ｘ２インタフェースによって前記隣接したスモールセル、及び／又は前記マ
クロセルに通知すること、
　前記スモールセルが、発見信号のパワー調整値、及び／又は他のダウンリンクチャネル
／信号のパワー調整値を、Ｘ２インタフェースによって前記隣接したスモールセル、及び
／又は前記マクロセルに通知すること、
　前記スモールセルが、発見信号とダウンリンクチャネル／信号パワー調整との相対関係
を、Ｘ２インタフェースによって前記隣接したスモールセル、及び／又は前記マクロセル
に通知することのうちのいずれか一つを含むことを特徴とする
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　請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記発見信号の測定に基づいてダウンリンクパワーの自己適応調整を行うことは、
　端末からの発見信号の測定に基づいて得られた測定報告を受信し、前記測定報告に基づ
いて前記パワーパラメータを構成し、ダウンリンクパワーの自己適応調整を行うことを含
むことを特徴とする
　請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　端末からの発見情報を受信し、前記発見情報および前記測定報告に基づいて前記パワー
パラメータを構成し、ダウンリンクパワーの自己適応調整を行うことを含むことを特徴と
する
　請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記測定報告に基づいて前記パワーパラメータを構成し、ダウンリンクパワーの自己適
応調整を行うことは、
　前記発見信号を送信する前記スモールセルが休止状態にある場合、マクロセルが前記ス
モールセルを活性化するか否かを決定し、かつ前記測定報告に基づいて対応するパワーで
ダウンリンクチャネル、基準信号および発見信号が含まれている情報を送信することを決
定すること、
　前記発見信号を送信する前記スモールセルが活性化状態にある場合、前記スモールセル
が前記測定報告に基づいて対応するパワーで自己適応調整を行うか否かを決定することを
含むことを特徴とする
　請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　ダウンリンクパワー調整の通知装置であって、
　少なくとも発見信号パワーの不変を保持し或いは少なくとも発見信号のパワーを調整す
ることにより自己適応調整を実現した後に、自己適応調整後に構成されたパワーパラメー
タを端末、及び／又は隣接したスモールセル、及び／又はマクロセルに通知するように構
成される通知ユニットを含む、前記装置。
【請求項１１】
　前記通知ユニットは、さらに少なくとも発見信号パワーの不変を保持し或いは少なくと
も発見信号のパワーを調整することにより自己適応調整を実現することは、ダウンリンク
チャネルと基準信号の送信パワーを調整し、かつ発見信号のパワーを不変にし、或いは、
ダウンリンクチャネルと基準信号の送信パワーを調整せず、かつ発見信号のパワーを調整
することにより自己適応調整を実現するように構成されることを特徴とする
　請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記通知ユニットは、前記スモールセルがダウンリンクパワーの自己適応調整を行った
後に前記通知をトリガーし、前記スモールセルは前記パワーパラメータを端末に通知する
ように構成され、前記パワーパラメータは少なくとも発見信号の関連パワーパラメータを
含むことを特徴とする
　請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記通知ユニットは、前記パワーパラメータを端末に通知する方式が、
　直接調整後の発見信号のパワーを無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングによって前
記端末に通知すること、
　発見信号のパワーと基準信号のパワー（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅＳｉｇｎａｌＰｏｗｅｒ）
の係数関係或いは偏差をＲＲＣシグナリングによって前記端末に通信すること、
　発見信号のパワー変化値をＲＲＣシグナリングによって前記端末に通知することのうち
のいずれか一つを含むように構成されることを特徴とする
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　請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
前記通知ユニットは、前記スモールセルのカバレッジを収縮し或いは拡大する前に、或い
は発見信号のパワーを調整する前に、隣接したスモールセルとエッジ端末に対し協力処理
を行う必要があり、前記スモールセルが前記パワーパラメータを前記隣接したスモールセ
ル、及び／又は前記マクロセルに通知するように構成され、前記パワーパラメータは少な
くとも発見信号の関連パワーパラメータを含むことを特徴とする
　請求項１０に記載の装置。
【請求項１５】
　前記通知ユニットは、前記パワーパラメータを前記隣接したスモールセル、及び／又は
前記マクロセルに通知する方式が、
　発見信号のパワー、及び／又は他のダウンリンクチャネル／信号のパワーを、Ｘ２イン
タフェースによって前記隣接したスモールセル、及び／又は前記マクロセルに通知するこ
と、
　発見信号のパワー調整値、及び／又は他のダウンリンクチャネル／信号のパワー調整値
を、Ｘ２インタフェースによって前記隣接したスモールセル、及び／又は前記マクロセル
に通知すること、
　発見信号とダウンリンクチャネル／信号パワー調整との相対関係を、Ｘ２インタフェー
スによって前記隣接したスモールセル、及び／又は前記マクロセルに通知することのうち
のいずれか一つを含むように構成されることを特徴とする
　請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　端末からの発見信号の測定に基づいて得られた測定報告を受信するように構成される受
信ユニットと、
　測定報告に基づいて前記パワーパラメータを構成し、ダウンリンクパワーの自己適応調
整を行うように構成される調整ユニットとを含むことを特徴とする
　請求項１０～１５のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１７】
　前記受信ユニットは、発見情報を受信するように構成され、
　前記調整ユニットは、前記発見情報と前記測定報告に基づいて前記パワーパラメータを
構成し、ダウンリンクパワーの自己適応調整を行うように構成されることを特徴とする
　請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記調整ユニットは、前記発見信号を送信する前記スモールセルが休止状態にある場合
、マクロセルが前記スモールセルを活性化するか否かを決定し、かつ前記測定報告に基づ
いて対応するパワーでダウンリンクチャネル、基準信号および発見信号が含まれている情
報を送信することを決定し、或いは、前記発見信号を送信する前記スモールセルが活性化
状態にある場合、前記スモールセルが前記測定報告に基づいて対応するパワーで自己適応
調整を行うか否かを決定するように構成されることを特徴とする
　請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
　ダウンリンクパワー調整の取得方法であって、
　端末、及び／又は隣接したスモールセル、及び／又はマクロセルが、自己適応調整後に
構成されたパワーパラメータを受信することを含むことを特徴とする、前記方法。
【請求項２０】
　前記端末が前記パワーパラメータを受信した後に、
　前記パワーパラメータに基づいて発見信号を送信するスモールセルのその発見信号のパ
ワー、発見信号及びダウンリンクチャネル／信号を取得し、端末は発見信号の測定に基づ
いてダウンリンクパスロスを算出し、アップリンクパスロスを得て、かつアップリンクの
パワー割当に用いられることを含むことを特徴とする
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　請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　端末が発見信号の測定に基づいて、測定結果を前記スモールセルに報告して、活性化或
いはスモールセル収縮の制御操作に用いられることを含むことを特徴とする
　請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記隣接したスモールセル、及び／又は前記マクロセルが前記パワーパラメータを受信
した後に、
　前記パワーパラメータに基づいて発見信号を送信するスモールセルのその発見信号及び
ダウンリンクチャネル／基準信号のパワー変化情況を取得し、前記隣接したスモールセル
、及び／又は前記マクロセル自身の負荷情況に合わせて、エッジ端末に対し協力処理を行
い、前記パワーパラメータを干渉調整メカニズムに用いられることを含むことを特徴とす
る
　請求項１９に記載の方法。
【請求項２３】
　ダウンリンクパワー調整の取得装置であって、
　端末、及び／又は隣接したスモールセル、及び／又はマクロセル側で自己適応調整後に
構成されたパワーパラメータを受信するように構成されるパワーパラメータ受信ユニット
を含む、前記装置。
【請求項２４】
　前記パワーパラメータに基づいて発見信号を送信するスモールセルのその発見信号のパ
ワー、発見信号及びダウンリンクチャネル／信号を取得し、端末側で発見信号の測定に基
づいてダウンリンクパスロスを算出し、アップリンクパスロスを得て、かつアップリンク
のパワー割当に用いられるように構成されるパワー割当ユニットを含むことを特徴とする
　請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　端末側で発見信号の測定に基づいて、測定結果を前記スモールセルに報告して活性化或
いはスモールセル収縮の制御操作に用いられるように構成される報告ユニットを含むこと
を特徴とする
　請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記パワーパラメータに基づいて発見信号を送信するスモールセルのその発見信号及び
ダウンリンクチャネル／基準信号のパワー変化情況を取得し、前記隣接したスモールセル
、及び／又は前記マクロセル自身の負荷情況に合わせて、エッジ端末に対し協力処理を行
うように構成される協力ユニットと、
　前記パワーパラメータを干渉調整メカニズムに用いられるように構成される干渉調整ユ
ニットとを含むことを特徴とする
　請求項２３に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は無線通信の分野に関し、特にロングタームエボリューション（ＬＴＥ，Ｌｏｎ
ｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）システムにおけるダウンリンクパワー調整の通知方
法及び装置、ならびにダウンリンクパワー調整の取得方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スマート端末の広範な普及に従って、人々は無線通信エクスペリエンス、特に通信速度
への要求がますます高くなる。ＬＴＥ規格及び後続規格の進化において、ユーザ感知及び
システムスループットを高め、特にホットスポットのスループットを高めるために、ヘテ
ロジニアスネットワークのネットワーキングアーキテクチャを採用し、即ちホットスポッ
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トのサービス品質とスループットを高めるためにマクロセルのカバレッジ内に大量のスモ
ールセル（ｓｍａｌｌ　ｃｅｌｌ）を配置する。スモールセルは主に低パワーノードを用
いかつ室内と室外シーンのホットスポットエリアに配置されて移動サービスの急増を対応
する。ホットスポットエリアのスモールセルノードの配置数を高めるのは、ネットワーク
容量の向上及びカバレッジホールの低減の効果的なメカニズムであり、しかし同時に複数
の問題、例えば高密度スモールセルアプリケーションシナリオの相互干渉及びエネルギー
消費などをもたらした。したがって、従来技術はスモールセルをオン／オフすることによ
ってこの問題を解決することを提案し、例えば端末接続があるときに、スモールセルをオ
ンし、制御チャネルとデータチャネルを正常に送信することができ、端末接続がないとき
に、スモールセルをオフし、制御チャネルとデータチャネルを送信しなく、発見信号（Ｄ
Ｓ，Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ　Ｓｉｇｎａｌ）のみを送信することにより、隣接スモールセル
への干渉とパワー消費を低減することができる。
【０００３】
　しかし、あるシーン（シーン１）が存在し、例えばスモールセルはセル中心付近のみで
端末接続が存在し、図１に示されるスモールセルＣｅｌｌ＿１のようである。このときＣ
ｅｌｌ＿１は正常のパワーで送信し、即ちＣｅｌｌ＿１の通常のカバレッジは、図１の点
線円内であり、隣接したスモールセルＣｅｌｌ＿２へ不必要な干渉を引き起こすことが不
可避である。このときＣｅｌｌ＿１のダウンリンクチャネルの送信パワーを低下し、Ｃｅ
ｌｌ＿１の通常のカバレッジを収縮するのを考慮することができ、収縮後のＣｅｌｌ＿１
のカバレッジは図１の実線円内である。しかし、Ｃｅｌｌ＿１を収縮した後に、ある端末
がＣｅｌｌ＿１の通常のカバレッジ内、収縮後のカバレッジ外の領域に移動されると、Ｃ
ｅｌｌ＿１はこれらの端末の存在が知らないので、これらの端末にサービスを提供するた
めに、カバレッジを適時に拡大することができない。
【０００４】
　そのほか、さらにもう一つのシーン（シーン２）が存在し、即ちスモールセル内に複数
の端末接続が存在し、図２に示されるスモールセルＣｅｌｌ＿１のようである。Ｃｅｌｌ
＿１のセル中心、セルエッジ及び中間などの領域にいずれも端末が分布され、このとき、
Ｃｅｌｌ＿１の負荷が比較的大きく、そのダウンリンクチャネルのカバレッジをズーミン
グする必要がなく、かつそのエッジ付近の新しく来た端末が負荷の比較的小さい隣接セル
或いはマクロセルから優先してサービスを提供することに寄与する。
【０００５】
　以上の記載からみれば、従来技術に存在した問題は、ダウンリンクパワーに対し自己適
応の調整を行う必要があり、チャネルのカバレッジを柔軟かつ適時に収縮し或いは拡大し
た後に、自己適応調整のパワーパラメータを通知し、自己適応調整のパワーパラメータを
取得し、それによりチャネルの適切なカバレッジ、及び端末協力時のシステム全体性能の
最適化を確保することである。
【発明の概要】
【０００６】
　これを鑑みて、本発明の実施例はダウンリンクパワー調整の通知方法及び装置、ならび
にダウンリンクパワー調整の取得方法及び装置を提供して、自己適応調整のパワーパラメ
ータを通知し、自己適応調整のパワーパラメータを取得することができ、チャネルの適切
なカバレッジ、及び端末協力時のシステム全体性能の最適化を確保する。
【０００７】
　本発明の実施例の技術的解決手段はこのように実現される。
【０００８】
　ダウンリンクパワー調整の通知方法であって、
　少なくとも発見信号パワーの不変を保持し或いは少なくとも発見信号のパワーを調整す
ることにより自己適応調整を実現し、自己適応調整後に構成されたパワーパラメータを端
末、及び／又は隣接したスモールセル、及び／又はマクロセルに通知することを含む。
【０００９】
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　前記少なくとも発見信号パワーの不変を保持し或いは少なくとも発見信号のパワーを調
整することにより自己適応調整を実現することは、
　ダウンリンクチャネルと基準信号の送信パワーを調整し、かつ発見信号のパワーを不変
にし、或いは、ダウンリンクチャネルと基準信号の送信パワーを調整せず、かつ発見信号
のパワーを調整することにより自己適応調整を実現することを含む。
【００１０】
　前記自己適応調整後に構成されたパワーパラメータを前記端末に通知することは、
　前記スモールセルがダウンリンクパワーの自己適応調整を行った後に前記通知をトリガ
ーし、前記スモールセルは前記パワーパラメータを端末に通知することを含み、前記パワ
ーパラメータは少なくとも発見信号の関連パワーパラメータを含む。
【００１１】
　前記スモールセルが前記パワーパラメータを端末に通知する方式は、
　前記スモールセルが直接調整後の発見信号のパワーを無線リソース制御（ＲＲＣ）シグ
ナリングによって前記端末に通知すること、
　前記スモールセルが発見信号のパワーと基準信号のパワー（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅＳｉｇ
ｎａｌＰｏｗｅｒ）の係数関係或いは偏差をＲＲＣシグナリングによって前記端末に通信
すること、
　前記スモールセルが発見信号のパワー変化値をＲＲＣシグナリングによって前記端末に
通知することのうちのいずれか一つを含む。
【００１２】
　前記自己適応調整後に構成されたパワーパラメータを前記隣接したスモールセル、及び
／又は前記マクロセルに通知することは、
　前記スモールセルのカバレッジを収縮し或いは拡大する前に、或いは発見信号のパワー
を調整する前に、隣接したスモールセルとエッジ端末に対し協力処理を行う必要があり、
前記スモールセルが前記パワーパラメータを前記隣接したスモールセル、及び／又は前記
マクロセルに通知することを含み、前記パワーパラメータは少なくとも発見信号の関連パ
ワーパラメータを含む。
【００１３】
　前記スモールセルが前記パワーパラメータを前記隣接したスモールセル、及び／又は前
記マクロセルに通知する方式は、
　前記スモールセルが発見信号のパワー、及び／又は他のダウンリンクチャネル／信号の
パワーを、Ｘ２インタフェースによって前記隣接したスモールセル、及び／又は前記マク
ロセルに通知すること、
　前記スモールセルが発見信号のパワー調整値、及び／又は他のダウンリンクチャネル／
信号のパワー調整値を、Ｘ２インタフェースによって前記隣接したスモールセル、及び／
又は前記マクロセルに通知すること、
　前記スモールセルが発見信号とダウンリンクチャネル／信号パワー調整との相対関係を
、Ｘ２インタフェースによって前記隣接したスモールセル、及び／又は前記マクロセルに
通知することのうちのいずれか一つを含む。
【００１４】
　前記発見信号の測定に基づいてダウンリンクパワーの自己適応調整を行うことは、
　端末からの発見信号の測定に基づいて得られた測定報告を受信し、前記測定報告に基づ
いて前記パワーパラメータを構成し、ダウンリンクパワーの自己適応調整を行うことを含
む。
【００１５】
　該方法はさらに、端末からの発見情報を受信し、前記発見情報および前記測定報告に基
づいて前記パワーパラメータを構成し、ダウンリンクパワーの自己適応調整を行うことを
含む。
【００１６】
　前記測定報告に基づいて前記パワーパラメータを構成し、ダウンリンクパワーの自己適
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応調整を行うことは、
　前記発見信号を送信する前記スモールセルが休止状態にある場合、マクロセルが前記ス
モールセルを活性化するか否かを決定し、かつ前記測定報告に基づいて対応するパワーで
ダウンリンクチャネル、基準信号および発見信号が含まれている情報を送信することを決
定すること、
　前記発見信号を送信する前記スモールセルが活性化状態にある場合、前記スモールセル
が前記測定報告に基づいて対応するパワーで自己適応調整を行うか否かを決定することを
含む。
【００１７】
　ダウンリンクパワー調整の通知装置であって、
　少なくとも発見信号パワーの不変を保持し或いは少なくとも発見信号のパワーを調整す
ることにより自己適応調整を実現した後に、自己適応調整後に構成されたパワーパラメー
タを端末、及び／又は隣接したスモールセル、及び／又はマクロセルに通知するように構
成される通知ユニットを含む。
【００１８】
　前記通知ユニットは、さらに少なくとも発見信号パワーの不変を保持し或いは少なくと
も発見信号のパワーを調整することにより自己適応調整を実現することは、ダウンリンク
チャネルと基準信号の送信パワーを調整し、かつ発見信号のパワーを不変にし、或いは、
ダウンリンクチャネルと基準信号の送信パワーを調整せず、かつ発見信号のパワーを調整
することにより自己適応調整を実現するように構成される。
【００１９】
　前記通知ユニットは、前記スモールセルがダウンリンクパワーの自己適応調整を行った
後に前記通知をトリガーし、前記スモールセルは前記パワーパラメータを端末に通知する
ように構成され、前記パワーパラメータは少なくとも発見信号の関連パワーパラメータを
含む。
【００２０】
　前記通知ユニットは、前記パワーパラメータを端末に通知する方式が、
　直接調整後の発見信号のパワーを無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングによって前
記端末に通知すること、
　発見信号のパワーと基準信号のパワー（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅＳｉｇｎａｌＰｏｗｅｒ）
の係数関係或いは偏差をＲＲＣシグナリングによって前記端末に通信すること、
　発見信号のパワー変化値をＲＲＣシグナリングによって前記端末に通知することのうち
のいずれか一つを含むように構成される。
【００２１】
　前記通知ユニットは、前記スモールセルのカバレッジを収縮し或いは拡大する前に、或
いは発見信号のパワーを調整する前に、隣接したスモールセルとエッジ端末に対し協力処
理を行う必要があり、前記スモールセルが前記パワーパラメータを前記隣接したスモール
セル、及び／又は前記マクロセルに通知するように構成され、前記パワーパラメータは少
なくとも発見信号の関連パワーパラメータを含む。
【００２２】
　前記通知ユニットは、前記パワーパラメータを前記隣接したスモールセル、及び／又は
前記マクロセルに通知する方式が、
　発見信号のパワー、及び／又は他のダウンリンクチャネル／信号のパワーを、Ｘ２イン
タフェースによって前記隣接したスモールセル、及び／又は前記マクロセルに通知するこ
と、
　発見信号のパワー調整値、及び／又は他のダウンリンクチャネル／信号のパワー調整値
を、Ｘ２インタフェースによって前記隣接したスモールセル、及び／又は前記マクロセル
に通知すること、
　発見信号とダウンリンクチャネル／信号パワー調整との相対関係を、Ｘ２インタフェー
スによって前記隣接したスモールセル、及び／又は前記マクロセルに通知することのうち
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のいずれか一つを含むように構成される。
【００２３】
　該装置はさらに、
　端末からの発見信号の測定に基づいて得られた測定報告を受信するように構成される受
信ユニットと、
　測定報告に基づいて前記パワーパラメータを構成し、ダウンリンクパワーの自己適応調
整を行うように構成される調整ユニットとを含む。
【００２４】
　前記受信ユニットは、発見情報を受信するように構成され、
　前記調整ユニットは、前記発見情報と前記測定報告に基づいて前記パワーパラメータを
構成し、ダウンリンクパワーの自己適応調整を行うように構成される。
【００２５】
　前記調整ユニットは、前記発見信号を送信する前記スモールセルが休止状態にある場合
、マクロセルが前記スモールセルを活性化するか否かを決定し、かつ前記測定報告に基づ
いて対応するパワーでダウンリンクチャネル、基準信号および発見信号が含まれている情
報を送信することを決定し、或いは、前記発見信号を送信する前記スモールセルが活性化
状態にある場合、前記スモールセルが前記測定報告に基づいて対応するパワーで自己適応
調整を行うか否かを決定するように構成される。
【００２６】
　前記通知ユニット、前記受信ユニット、前記調整ユニットは処理を実行するときに、中
央処理装置（ＣＰＵ，Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、デジタルシ
グナルプロセッサ（ＤＳＰ，Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｎｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）或
いはフィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ，Ｆｉｅｌｄ－Ｐｒｏｇｒａｍｍ
ａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）で実現することができる。
【００２７】
　ダウンリンクパワー調整の取得方法であって、
　端末、及び／又は隣接したスモールセル、及び／又はマクロセルが、自己適応調整後に
構成されたパワーパラメータを受信することを含む。
【００２８】
　前記端末が前記パワーパラメータを受信した後に、該方法はさらに、
　前記パワーパラメータに基づいて発見信号を送信するスモールセルのその発見信号のパ
ワー、発見信号及びダウンリンクチャネル／信号を取得し、端末は発見信号の測定に基づ
いてダウンリンクパスロスを算出し、アップリンクパスロスを得て、かつアップリンクの
パワー割当に用いられることを含む。
【００２９】
　該方法はさらに、端末が発見信号の測定に基づいて、測定結果を前記スモールセルに報
告して、活性化或いはスモールセル収縮の制御操作に用いられることを含む。
【００３０】
　前記隣接したスモールセル、及び／又は前記マクロセルは前記パワーパラメータを受信
した後に、該方法はさらに、
　前記パワーパラメータに基づいて発見信号を送信するスモールセルのその発見信号及び
ダウンリンクチャネル／基準信号のパワー変化情況を取得し、前記隣接したスモールセル
、及び／又は前記マクロセル自身の負荷情況に合わせて、エッジ端末に対し協力処理を行
い、前記パワーパラメータを干渉調整メカニズムに用いられることを含む。
【００３１】
　ダウンリンクパワー調整の取得装置であって、
　端末、及び／又は隣接したスモールセル、及び／又はマクロセル側で自己適応調整後に
構成されたパワーパラメータを受信するように構成されるパワーパラメータ受信ユニット
を含む。
【００３２】
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　該装置はさらに、
　前記パワーパラメータに基づいて発見信号を送信するスモールセルのその発見信号のパ
ワー、発見信号及びダウンリンクチャネル／信号を取得し、端末側で発見信号の測定に基
づいてダウンリンクパスロスを算出し、アップリンクパスロスを得て、かつアップリンク
のパワー割当に用いられるように構成されるパワー割当ユニットを含む。
【００３３】
　該装置はさらに、
　端末側で発見信号の測定に基づいて、測定結果を前記スモールセルに報告して活性化或
いはスモールセル収縮の制御操作に用いられるように構成される報告ユニットを含む。
【００３４】
　該装置はさらに、
　前記パワーパラメータに基づいて発見信号を送信するスモールセルのその発見信号及び
ダウンリンクチャネル／基準信号のパワー変化情況を取得し、前記隣接したスモールセル
、及び／又は前記マクロセル自身の負荷情況に合わせて、エッジ端末に対し協力処理を行
うように構成される協力ユニットと、
　前記パワーパラメータを干渉調整メカニズムに用いられるように構成される干渉調整ユ
ニットとを含む。
【００３５】
　前記パワーパラメータ受信ユニット、前記パワー割当ユニット、前記報告ユニット、前
記協力ユニット、前記干渉調整ユニットは処理を実行するときに、中央処理装置（ＣＰＵ
，Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、デジタルシグナルプロセッサ（
ＤＳＰ，Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｎｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）或いはフィールドプロ
グラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ，Ｆｉｅｌｄ－Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ
　Ａｒｒａｙ）で実現することができる。
【００３６】
　本発明の実施例による通知方法は、少なくとも発見信号パワーの不変を保持し或いは少
なくとも発見信号のパワーを調整することにより自己適応調整を実現し、自己適応調整後
に構成されたパワーパラメータを端末、及び／又は隣接したスモールセル、及び／又はマ
クロセルに通知することを含む。本発明の実施例によれば、自己適応調整のパワーパラメ
ータを端末、及び／又は隣接したスモールセル、及び／又はマクロセルに通知し、自己適
応調整によりチャネルの適切なカバレッジ、及び端末協力時のシステム全体性能の最適化
を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】図１は従来技術シーン１のｓｍａｌｌ　ｃｅｌｌシステム構造構成を示す図であ
る。
【図２】図２は従来技術シーン２のｓｍａｌｌ　ｃｅｌｌシステム構造構成を示す図であ
る。
【図３】図３は本発明の実施例に係る実現フローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　以下は図面に合わせて技術的解決手段の実行についてさらに詳細な説明を行う。
【００３９】
　本発明の解決手段はＬＴＥシステムにおけるスモールセルのダウンリンク送信パワーの
自己適応調整後に自己適応調整のパワーパラメータを通知することによって、自己適応調
整のパワーパラメータを取得し、かつそれによりスモールセル間の干渉を低減し及びスモ
ールセル間の負荷バランスという問題を解決する方法及び装置であり、主に以下の内容を
含む。
【００４０】
　ダウンリンクパワー調整の通知方法は、図１に示され、方法実施例の合理的な解決手段
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は以下のステップを含む。
【００４１】
　ステップ１０１において、スモールセルは発見信号を送信する。
【００４２】
　スモールセルが休止状態にある場合、スモールセルは発見信号、及び／又は測定信号を
送信し、他のダウンリンクチャネル／信号を送信せず、スモールセルが活性化状態にある
場合、スモールセルは発見信号、及び／又は測定信号、及び他のダウンリンクチャネル／
信号などを送信する。
【００４３】
　ここで、スモールセルは発見信号を送信する以外に、さらに測定用の測定信号を送信す
ることができ、さらに発見信号と測定信号を送信することができ、端末側の測定に用いら
れる。そのほか、発見信号は端末がスモールセルの発見に用いられる以外に、さらに端末
測定にも用いられる。
【００４４】
　スモールセルの発見信号、或いは他のダウンリンクチャネル／信号の送信パワーの初期
化は、従来のメカニズムにより、通常被覆とサービス品質を確保することができる。
【００４５】
　ステップ１０２において、端末はスモールセルから送信した発見信号を受信し、かつ該
発見信号の強度などの情報を測定する。
【００４６】
　ステップ１０３において、端末は発見情報及び測定報告をマクロセル或いはスモールセ
ルに報告する。
【００４７】
　ステップ１０４において、マクロセル或いはスモールセルは、受信した発見情報及び測
定報告に基づいてパワーパラメータを構成し、かつスモールセルがどのような状態或いは
どのようなパワーでダウンリンクチャネル、基準信号および発見信号などを送信するのか
を決定する。
【００４８】
　ここで、前記発見情報は、有無の判断を指し、即ち発見信号を受信するか否かの判断で
ある。発見情報を報告することができ、測定報告を報告することもでき、発見情報及び測
定報告を同時に報告することもできて測定報告に用いられる。
【００４９】
　ａ．発見信号を送信するスモールセルが休止状態にある場合、マクロセルはスモールセ
ルを活性化するか否かを決定し、かつ端末から報告した測定報告に基づいて、対応するパ
ワーでダウンリンクチャネル、基準信号および発見信号を送信することを決定する。なお
、下記活性化状態の自己適応調整と比べて、ここでの休止状態は活性化状態の一種の閾値
であると理解することができ、活性化状態の該閾値にあるときに、前記対応するパワーで
ダウンリンクチャネル、基準信号および発見信号などを送信する決定は、一種の自己適応
調整に相当する。
【００５０】
　ｂ．発見信号を送信するスモールセルが活性化状態にある場合、スモールセルは前記測
定報告に基づいて、対応するパワーの自己適応調整を行うか否かを決定する。
【００５１】
　ｂ１情況：スモールセルの接続端末がある領域内に集中する場合、例えばスモールセル
の中心周囲に集中する場合、スモールセルのカバレッジを収縮し、即ちダウンリンクチャ
ネルと基準信号の送信パワーを低減し、発見信号のパワーを不変にし、これによって元の
通常のカバレッジ内に新しく出現した端末をリアルタイムに発見するのを確保する。
【００５２】
　ｂ２情況：、スモールセルのカバレッジを収縮した後に、収縮された領域に端末が出現
する場合、例えばスモールセルを収縮した後のカバレッジが通常のカバレッジのセルの中
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心領域であり、しかし通常のカバレッジの中心以外、或いはセルエッジに端末が出現する
場合、スモールセルのカバレッジを拡大することができ、即ちダウンリンクチャネルと基
準信号の送信パワーを高めることができ、新しい端末の出現をカバーすることができ、新
しい端末のためにサービスを提供し、発見信号のパワーを不変にする。
【００５３】
　ｂ３情況：スモールセルの接続端末が比較的多く、スモールセルの負荷が比較的大きく
、かつ分布が比較的分散し、スモールセルのカバレッジを収縮し或いは拡大するのを考慮
せず、このときダウンリンクチャネルと基準信号の送信パワーを調整せず、発見信号のパ
ワーを低減し、スモールセルエッジの端末に対し隠蔽作用を果たし、接続端末の過剰を回
避する。
【００５４】
　なお、上記ｂ１とｂ２の情況は同じ類別に属し、即ちダウンリンクチャネルと基準信号
の送信パワーを調整し、かつ発見信号パワーを不変にするシーンであり、上記ｂ３は別の
類別に属し、即ちダウンリンクチャネルと基準信号の送信パワーを調整せず、かつ発見信
号のパワーを調整し自己適応調整を実現するシーンである。
【００５５】
　ステップ１０５において、スモールセルはステップ１０４で構成されたパワーパラメー
タを端末及び／又は隣接したスモールセル、マクロセル或いはメイン制御ユニットに通知
する。
【００５６】
　スモールセルのカバレッジを収縮した後に、この範囲以外、通常のカバレッジ内に、端
末はスモールセルから送信した発見信号のみを受信することができ、このとき端末から前
記スモールセルまでのアップリンクパスロスはダウンリンク発見信号の測定のみで推定す
ることができるので、発見信号のパワーをＲＲＣシグナリングによって前記端末に通知す
る必要がある。例えば図１におけるＣｅｌｌ＿１は、ステップ（４）に基づいてそのカバ
レッジを、図における点線円内に収縮させ、ＵＥ＿２５のアップリンクがＣｅｌｌ＿１で
サービスされ、ダウンリンクはマクロセルＭａｃｒｏ　Ｃｅｌｌでサービスされると仮定
し、即ち二重接続技術を用いて、ＵＥ＿２５のアップリンクパスロスは必ず発見信号への
測定によって得られ、したがってスモールセルは発見信号のパワーを端末に通知する必要
がある。
【００５７】
　スモールセルが端末に発見信号のパワーを通知する方式は以下のとおりである。ａ．直
接調整後の発見信号のパワーをＲＲＣシグナリングによって端末に通知する。ｂ．発見信
号のパワーとｒｅｆｅｒｅｎｃｅＳｉｇｎａｌＰｏｗｅｒの係数関係或いは偏差をＲＲＣ
シグナリングによって端末に通信する。ｃ．発見信号のパワー変化値をＲＲＣシグナリン
グによって端末に通知する。
【００５８】
　そのほか、前記スモールセルのカバレッジを収縮し或いは拡大する前に、或いは発見信
号のパワーを調整する前に、スモールセルとエッジ端末に対し協力処理を行う必要があり
、したがって前記スモールセルのパワーを調整するときに、ダウンリンクパワーの変化情
況をＸ２インタフェースによって隣接したスモールセル、マクロセル或いはクラスタ内の
メイン制御ユニットに通知する必要があり、エッジ端末に対し協力処理を行い、同時に隣
接したセルの測定を干渉するのを回避する。例えば、図１におけるＣｅｌｌ＿１はステッ
プ（４）に基づいてそのカバレッジを収縮するのを準備し、ダウンリンクチャネルのパワ
ーを低減し、この前に、それはこの情報をＸ２インタフェースによってＣｅｌｌ＿２に通
知する必要があり、二つのスモールセルのエッジ端末がＣｅｌｌ＿２で優先してサービス
させ、同時に干渉調整に役立ち、Ｃｅｌｌ＿２の測定を干渉するまで至らない。
【００５９】
　一般的にスモールセル層は一つ或いは複数のクラスタを含み、各クラスタは一つ或いは
複数のスモールセルを含む。上記メイン制御ユニットに対して言えば、各クラスタ内のメ
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イン制御ユニットは即ち該クラスタ内の複数のスモールセルを制御するメインノードであ
る。
【００６０】
　スモールセルがＸ２インタフェースによって、隣接したスモールセル、マクロセル或い
はクラスタ内のメイン制御ユニットにそのダウンリンクパワーの調整情況を通知する方式
は、以下のとおりである。ａ．発見信号のパワー、そのダウンリンクチャネル／信号のパ
ワー。ｂ．発見信号のパワー調整値、そのダウンリンクチャネル／信号のパワー調整値。
ｃ．発見信号とダウンリンクチャネル／信号のパワー調整との相対関係。
【００６１】
　端末は前記スモールセルから送信した発見信号のパワーパラメータを受信し、及び前記
スモールセルから送信したダウンリンクチャネル、基準信号と発見信号などを受信する。
端末は発見信号測定を用いてダウンリンクパスロスを算出し、それによりアップリンクパ
スロスを得て、かつアップリンクのパワー割当に用いられ、発見信号測定はさらにスモー
ルセルに報告し活性化或いはスモールセル収縮などの操作に用いられる。
【００６２】
　隣接したスモールセル、マクロセル或いはメイン制御ユニットは前記スモールセルから
送信したパワーパラメータを受信し、前記スモールセル発見信号及びダウンリンクチャネ
ル／信号へのパワー変化情況を了解し、自身の負荷情報に合わせ、エッジ端末に対し協力
処理を行い、かつ受信したパワー情報を干渉調整メカニズムに用いられ、例えば発見信号
とダウンリンクチャネル／信号のパワー変化が異なるため、もたらした干渉変化も異なる
。
【００６３】
　ステップ１０６において、スモールセルはステップ１０４で構成されたパワーパラメー
タでダウンリンクチャネル、基準信号と発見信号などを送信し、続いてステップ１０２か
らステップ１０６のプロセスを繰り返す。
【００６４】
　従来技術と本発明を比べて以下のことを了解できる。
【００６５】
　図１に示されるシーン１に対して、例えばスモールセルにおいてセル中心付近のみで端
末接続が存在し、図１に示されるスモールセルＣｅｌｌ＿１である。このときＣｅｌｌ＿
１は正常のパワーで送信し、即ちＣｅｌｌ＿１の通常のカバレッジは、図１の点線円内で
ある場合、隣接したスモールセルＣｅｌｌ＿２へ不必要な干渉を引き起こすことが不可避
である。このときＣｅｌｌ＿１のダウンリンクチャネルの送信パワーを低下し、Ｃｅｌｌ
＿１の通常のカバレッジを収縮するのを考慮することができ、収縮後のＣｅｌｌ＿１のカ
バレッジは図１の実線円内である。しかしＣｅｌｌ＿１を収縮した後に、ある端末がＣｅ
ｌｌ＿１の通常のカバレッジ内、収縮後のカバレッジ以外の領域に移動されると、Ｃｅｌ
ｌ＿１はこれらの端末の存在が知らないので、これらの端末にサービスを提供するために
、カバレッジを適時に拡大することができない。これらの問題に対して効果的な解決手段
はまだ提供されない。したがってスモールセル間の干渉を低減するために、スモールセル
が自己の通常のカバレッジ内の端末の分布概略情況を了解して、カバレッジを柔軟かつリ
アルタイムに収縮し或いは拡大し、かつスモールセルをズーミングするときに隣接したセ
ル、及び端末と協力処理の効果的なメカニズムを確立することができるのを研究する必要
がある。
【００６６】
　図２に示されるシーン２に対して、即ちスモールセル内に複数の端末接続が存在し、図
２に示されるスモールセルＣｅｌｌ＿１である。Ｃｅｌｌ＿１のセル中心、セルエッジ及
び中間などの領域にいずれも端末が分布され、このときＣｅｌｌ＿１の負荷が比較的大き
く、そのダウンリンクチャネルのカバレッジをズーミングする必要がなく、かつそのエッ
ジ付近の新しく来た端末が負荷の比較的小さい隣接領域或いはマクロセルから優先してサ
ービスを提供することに寄与する。したがってカバレッジ内の既存端末の性能（そのダウ
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ンリンク物理チャネルと基準信号のパワー）を確保することができるだけでなく、さらに
隣接セル或いはマクロセルと協力メカニズムを形成することができ、それによりスモール
セルの接続ユーザが多く過ぎることによる負荷過大を回避するという解決手段を研究する
必要がある。
【００６７】
　本発明の解決手段は、上記問題を鑑みて提供され、発見信号測定を用いてダウンリンク
チャネル、基準信号および発見信号などに対しパワーの自己適応調整を行い、かつ自己適
応調整後のパワーパラメータを端末或いは隣接したスモールセルに通知する方法及び装置
であり、自己適応調整後のパワーパラメータを取得する方法及び装置であり、それにより
チャネルの適切なカバレッジ、及び端末協力時のシステム全体性能の最適化を確保する。
また、端末が報告した発見情報及び測定報告に基づいて、スモールセルはカバレッジ内の
分布概略とサービス情況を了解することができ、それによりダウンリンクチャネル、基準
信号および発見信号の異なる方式のパワー自己適応調整を行い、スモールセルを収縮する
ときに、新しく出現した端末をリアルタイムに発見できることに役立ち、或いはスモール
セルの接続端末が比較的多く、負荷が比較的大きいときに、新しく出現したエッジ端末に
対し隠蔽し、スモールセルの負荷が大きくなるのを回避し、それによりスモールセル間の
干渉と負荷バランスという問題を解決し、密集スモールセル分布シーン下のシステム性能
を向上させる。
【００６８】
　以下は本発明について例示的な説明を行う。
【００６９】
　実施例一：
　スモールセルＣｅｌｌ＿１、Ｃｅｌｌ＿２が配置され、別にＵＥ＿１１、ＵＥ＿１２が
あり、かつＣｅｌｌ＿１に属し、ＵＥ＿２１、ＵＥ＿２２、ＵＥ＿２３、ＵＥ＿２４及び
ＵＥ＿２５は、Ｃｅｌｌ＿２に属する。ＵＥ＿２５はＣｅｌｌ＿２に常駐するが、同時に
その位置はＣｅｌｌ＿１のエッジに近寄る。
【００７０】
　二つのスモールセルの初期状態はいずれも従来のメカニズムによりダウンリンクチャネ
ル、基準信号、及び発見信号などを送信する。スモールセルＣｅｌｌ＿２のカバレッジ内
に複数の端末が存在し、かつ異なる位置に分布され、したがってＣｅｌｌ＿２は常に活性
化状態にあると仮定することができ、かつスモールセルをズーミングする必要がない。
【００７１】
　本実施例は主にＵＥ＿１１、ＵＥ＿１２或いは新しく出現した端末の移動と所在位置が
スモールセルＣｅｌｌ＿１のダウンリンク送信パワーとカバレッジのズーミングへの影響
を注目し、目的はＵＥ＿１１、ＵＥ＿１２或いは新しく出現した端末から報告した発見信
号の測定報告に基づいて、どのようにＣｅｌｌ＿１のダウンリンク送信パワーを調整し及
びＣｅｌｌ＿１のカバレッジをズーミングし、及びＣｅｌｌ＿１を収縮した後に、どのよ
うに従来のカバレッジ内に新しく出現した端末をリアルタイムに発見し、続いて相応する
スモールセルのカバレッジを拡大する。本実施例の方法フローは以下のステップを含む。
【００７２】
　ステップ２０１において、スモールセルは発見信号を送信する。
【００７３】
　スモールセルが休止状態にある場合、スモールセルは発見信号のみを送信し、他のダウ
ンリンクチャネル或いは信号を送信せず、スモールセルが活性化状態にある場合、スモー
ルセルは発見信号、及び他のダウンリンクチャネル或いは信号を送信する。
【００７４】
　スモールセルの発見信号、或いは他のダウンリンクチャネル或いは信号の送信パワーの
初期化は従来のメカニズムにより、通常のカバレッジとサービス品質を確保することがで
きる。
【００７５】
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　本実施例において、Ｃｅｌｌ＿１とＣｅｌｌ＿２の初期状態はいずれも活性化状態であ
り、初期は定格パワーでダウンリンク物理チャネルと信号を送信すると仮定する。
【００７６】
　ここでスモールセルＣｅｌｌ＿１の初期発見信号の送信パワーはＰＤＳ１で、サービス
チャネルの送信パワーはＰＤ１＿１とＰＤ１＿２で、制御チャネルの送信パワーはＰＣ１

＿１とＰＣ１＿２であると仮定する。
【００７７】
　ここでスモールセルＣｅｌｌ＿２の初期発見信号の送信パワーはＰＤＳ２で、サービス
チャネルの送信パワーはＰＤ２＿１、ＰＤ２＿２、ＰＤ２＿３、ＰＤ２＿４及びＰＤ２＿

５で、制御チャネルの送信パワーはＰＣ２＿１、ＰＣ２＿２、ＰＣ２＿３、ＰＣ２＿４及
びＰＤ２＿５であると仮定する。
【００７８】
　なお、ダウンリンク各チャネル或いは信号の送信パワーは異なり、上記送信パワーの仮
定は本発明の技術的解決手段を一般的かつ定性的に説明するのみである。そのほか、ＰＤ
ＳＣＨとある動的パワー制御が存在するチャネルに対して、上記送信パワーは最大送信パ
ワーＰｍａｘに相当することができ、即ちスモールセルを収縮し或いは拡大することによ
りＰｍａｘの値を調整し、続いてこの範囲内（０～Ｐｍａｘ）で従来のプロトコルに基づ
いてダウンリンクパワー割当を行う。つまり、上記パワー仮定はこの情況下で相対静的な
Ｐｍａｘを指し、実際の動的なダウンリンクパワー割当の送信値でなく、以下の説明と類
似で、詳細な説明を行わない。
【００７９】
　ステップ２０２において、端末はスモールセルから送信した発見信号を受信し、かつ該
発見信号の強度などの情報を測定する。
【００８０】
　発見信号の強度はＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ或いはＳＩＮＲなどの測定パラメータにより定量
的に測定することができる。
【００８１】
　ＵＥ＿１１、ＵＥ＿１２はＣｅｌｌ＿１から送信した発見信号を受信し、かつ該発見信
号の強度を測定し、それぞれＲ＿１１、Ｒ＿１２である。
【００８２】
　ＵＥ＿２１、ＵＥ＿２２、ＵＥ＿２３、ＵＥ＿２４、ＵＥ＿２５はＣｅｌｌ＿２から送
信した発見信号を受信し、かつ該発見信号の強度を測定し、それぞれＲ＿２１、Ｒ＿２２
、Ｒ＿２３、Ｒ＿２４、Ｒ＿２５である。
【００８３】
　Ｃｅｌｌ＿１のエッジに位置したＵＥ＿２５はさらにＣｅｌｌ＿１から送信した発見信
号を受信することができると、該発見信号の強度を測定し、Ｒ＿１＿２５に設定する。
【００８４】
　ステップ２０３において、端末は発見情報及び測定報告をマクロセル或いはスモールセ
ルに報告する。
【００８５】
　ＵＥ＿１１、ＵＥ＿１２はそれぞれステップ２０２における受信したＣｅｌｌ＿１発見
情報及び測定報告をスモールセルＣｅｌｌ＿１に報告する。
【００８６】
　ＵＥ＿２１、ＵＥ＿２２、ＵＥ＿２３、ＵＥ＿２４、ＵＥ＿２５はそれぞれステップ２
０２における受信したＣｅｌｌ＿２発見情報及び測定報告をスモールセルＣｅｌｌ＿２に
報告する。
【００８７】
　同時に、ＵＥ＿２５はＣｅｌｌ＿１から送信した発見信号を受信することができると、
ＵＥ＿２５はステップ２０２における受信したＣｅｌｌ＿１発見情報及び測定報告をスモ
ールセルＣｅｌｌ＿１に報告する。
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【００８８】
　ステップ２０４において、マクロセル或いはスモールセルは受信した発見情報及び測定
報告に基づいて、スモールセルはどのような状態、或いはどのようなパワーでダウンリン
クチャネル、基準信号と発見信号などを送信するかを決定する。
【００８９】
　ａ．発見信号を送信するスモールセルが休止状態にある場合、マクロセルはスモールセ
ルを活性化するか否かを決定し、かつ端末が報告した測定報告に基づいて、どのようなパ
ワーでダウンリンクチャネル、基準信号と発見信号などを送信するかを決定する。
【００９０】
　ｂ．発見信号を送信するスモールセルが活性化状態にある場合、スモールセルは端末が
報告した測定報告に基づいて、相応するパワーの自己適応調整を行うか否かを決定し、即
ちカバレッジをズーミングするか否かを決定する。
【００９１】
　●スモールセルの接続端末がある領域内に集中すると、例えばスモールセルの中心周囲
であり、スモールセルのカバレッジの収縮を行うことができ、即ちダウンリンク物理チャ
ネルの送信パワーを低減し、発見信号のパワーを不変にし、従来のカバレッジ内に新しく
出現した端末をリアルタイムで発見できるのを確保する。
【００９２】
　●スモールセルのカバレッジを収縮した後に、収縮された領域で端末を出現し、例えば
スモールセルを収縮した後のカバレッジは通常のカバレッジのセルの中心領域であり、し
かしカバレッジの中心以外、或いはセルエッジで端末が出現する場合、スモールセルのカ
バレッジを拡大することができ、即ちダウンリンク物理チャネルの送信パワーを高め、新
しい端末の出現をカバーすることができ、発見信号のパワーを不変にする。
【００９３】
　●スモールセルの接続端末が比較的多く、スモールセルの負荷が比較的大きく、かつ分
布が比較的分散し、スモールセルのカバレッジを収縮し或いは拡大するのを考慮せず、こ
のときダウンリンクチャネルと基準信号の送信パワーを調整せず、発見信号のパワーを低
減し、スモールセルエッジの端末に対し隠蔽作用を果たし、接続端末の過剰を回避する。
【００９４】
　Ｃｅｌｌ＿１はＵＥ＿１１、ＵＥ＿１２から報告した測定報告（ＵＥ＿２５は一時Ｃｅ
ｌｌ＿１から送信した発見信号を受信しないと仮定する）を受信し、この二つの端末をサ
ービスするのを了解し、接続端末の数が比較的少なく、スモールセルの負荷が比較的小さ
いという要件を満たし、続いて測定報告に基づいて端末の分布を判断する。
【００９５】
　スモールセルは端末が報告した発見信号の強度を４つの段階に分け、かつ高い順に三つ
の閾値、Ｔｈ＿１、Ｔｈ＿２、Ｔｈ＿３でキャラクタリゼーションする。
【００９６】
　ａ．Ｒ＿１１＞Ｔｈ＿１、Ｒ＿１２＞Ｔｈ＿１であると、端末ＵＥ＿１１、ＵＥ＿１２
が受信したＣｅｌｌ＿１から送信した発見信号の強度が比較的高く、いずれもＣｅｌｌ＿
１の中心周囲に分布されるのを説明する。Ｃｅｌｌ＿１は定格パワーで送信すると、隣接
領域Ｃｅｌｌ＿２に不必要な干渉を引き起こすことが不可避であり、したがって送信パワ
ーを低減し、セル収縮を行う必要がある。
【００９７】
　ＰＤＳ１＿ＮＥＷ＝ＰＤＳ１；
　ＰＤ１＿１＿ＮＥＷ＝α＊ＰＤ１＿１；ＰＣ１＿１＿ＮＥＷ＝α＊ＰＣ１＿１；
　ＰＤ１＿２＿ＮＥＷ＝α＊ＰＤ１＿２；ＰＣ１＿２＿ＮＥＷ＝α＊ＰＣ１＿２；
　α∈［０，０．１，０．２，…，１］、このときαの値は小さい。
【００９８】
　ｂ．Ｒ＿１１＞Ｔｈ＿１、Ｔｈ＿２＜Ｒ＿１２＜Ｔｈ＿１であると、端末ＵＥ＿１１が
Ｃｅｌｌ＿１の中心周囲に位置し、ＵＥ＿１２がＣｅｌｌ＿１の中心に位置しないが、一



(17) JP 2016-529816 A 2016.9.23

10

20

30

40

50

つの比較的よい位置に分布されるのを説明する。同様に、Ｃｅｌｌ＿１は定格パワーで送
信すると、隣接領域Ｃｅｌｌ＿２に不必要な干渉を引き起こすことが不可避であり、した
がって送信パワーを低減し、セル収縮を行う必要がある。
【００９９】
　ＰＤＳ１＿ＮＥＷ＝ＰＤＳ１；
　ＰＤ１＿１＿ＮＥＷ＝α＊ＰＤ１＿１；ＰＣ１＿１＿ＮＥＷ＝α＊ＰＣ１＿１；
　ＰＤ１＿２＿ＮＥＷ＝α＊ＰＤ１＿２；ＰＣ１＿２＿ＮＥＷ＝α＊ＰＣ１＿２；
　α∈［０，０．１，０．２，…，１］、このときαの値は中位である。
【０１００】
　ｃ．Ｒ＿１１＞Ｔｈ＿１、Ｔｈ＿３＜Ｒ＿１２＜Ｔｈ＿２であると、端末ＵＥ＿１１が
Ｃｅｌｌ＿１の中心周囲に位置し、ＵＥ＿１２が一つの比較的よくない位置に分布される
のを説明する。このときＣｅｌｌ＿１はパワー調整を行わなくてもよく、或いは送信パワ
ーをやや低減する。
【０１０１】
　ＰＤＳ１＿ＮＥＷ＝ＰＤＳ１；
　ＰＤ１＿１＿ＮＥＷ＝α＊ＰＤ１＿１；ＰＣ１＿１＿ＮＥＷ＝α＊ＰＣ１＿１；
　ＰＤ１＿２＿ＮＥＷ＝α＊ＰＤ１＿２；ＰＣ１＿２＿ＮＥＷ＝α＊ＰＣ１＿２；
　α∈［０，０．１，０．２，…，１］、このときαの値は１であり、或いは値は大きい
。
【０１０２】
　ｄ．Ｒ＿１１＞Ｔｈ＿１、Ｒ＿１２＜Ｔｈ＿３であると、端末ＵＥ＿１１がＣｅｌｌ＿
１の中心周囲に位置し、ＵＥ＿１２がセルエッジに分布されるのを説明し、切替要件を満
たすと、スモールセル切替を行い、切替要件を満たさないと、パワー調整を行わない。
【０１０３】
　以上のステップに基づいて、図１におけるＵＥ＿１１、ＵＥ＿１２はいずれもＣｅｌｌ
＿１の中心周囲に位置し、Ｃｅｌｌ＿１の収縮要件を満たす。Ｃｅｌｌ＿１を収縮した後
に、発見信号のパワーを不変にし、Ｃｅｌｌ＿２のＵＥ＿２５はＣｅｌｌ＿１の収縮後の
カバレッジ以外、通常のカバレッジ内に進み、するとＣｅｌｌ＿１から送信した発見信号
を受信することができる。Ｃｅｌｌ＿１はＵＥ＿２５が報告した測定報告に基づいて、Ｕ
Ｅ＿２５がそのエッジに位置するのを判断し、切替要件を満たすと、スモールセルを拡大
する。
【０１０４】
　他の情報の分析と類似する。スモールセルＣｅｌｌ＿２のカバレッジ内に複数の端末が
存在するため、ここでＣｅｌｌ＿２は常に活性化状態にあると仮定し、かつ各位置に端末
の分布が可能であり、したがってＣｅｌｌ＿２はセルズーミングを行う必要がないと仮定
する。実施例一はＣｅｌｌ＿１のみを分析して本技術的解決手段におけるスモールセルが
どのように発見信号の測定報告によってスモールセルズーミングとパワー調整を行い、及
びどのようにズーミング後の元のカバレッジ内の新しく出現した端末を発見するかを説明
する。
【０１０５】
　ここでのパワー自己適応調整は上記方法以外の多種の方法で行うことができ、例えばパ
ワーズーミング因子をＰＡ、或いはＰＢとＰＣ、或いはｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｒ
ｅｆｅｒｅｎｃｅ－ｓｉｇｎａｌ（ＣＲＳ）パワーに重み付け（これらのパラメータは３
ＧＰＰ　３６．２１３　Ｒｅｌ－１０を参照する）スモールセルのダウンリンク送信パワ
ーを調整する。
【０１０６】
　例えば、スモールセルを収縮するときに、ＣＲＳのパワーを低減することができ、サー
ビスチャネルとＣＲＳのリソースエレメントエネルギー比はＰＡ或いはＰＢであり、した
がってサービスチャネルパワーも次第に低減する。発見信号ＤＳのパワーはＣＲＳのパワ
ー次第に同期調整を行なわず、不変を保持することができる。
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【０１０７】
　ステップ２０５において、スモールセルはステップ２０４で構成されたパワーパラメー
タを端末及び／又は隣接したスモールセル、マクロセル或いはメイン制御ユニットに通知
する。
【０１０８】
　スモールセルのカバレッジを収縮した後に、この範囲以外、通常のカバレッジ内に、端
末はスモールセルから送信した発見信号のみを受信することができ、このとき端末から前
記スモールセルまでのアップリンクパスロスはダウンリンク発見信号の測定のみで推定す
ることができ、したがって発見信号のパワーをＲＲＣシグナリングによって前記端末に通
知する必要がある。例えばＣｅｌｌ＿１はステップ２０４に基づいてそのカバレッジを図
１における点線円内に収縮し、ＵＥ＿２５アップリンクはＣｅｌｌ＿１でサービスし、ダ
ウンリンクはマクロセルＭａｃｒｏ　Ｃｅｌｌでサービスすると仮定し、即ち二重接続技
術を用いて、ＵＥ＿２５のアップリンクパスロスは必ず発見信号への測定によって得られ
、したがってスモールセルは発見信号のパワーを端末に通知するする必要がある。
【０１０９】
　スモールセルが端末に発見信号のパワーを通知する方式は以下のとおりである。ａ．直
接調整後の発見信号のパワーをＲＲＣシグナリングによって端末に通知する。ｂ．発見信
号のパワーとｒｅｆｅｒｅｎｃｅＳｉｇｎａｌＰｏｗｅｒの係数関係或いは偏差をＲＲＣ
シグナリングによって端末に通信する。ｃ．発見信号のパワー変化値をＲＲＣシグナリン
グによって端末に通知する。
【０１１０】
　そのほか、前記スモールセルのカバレッジを収縮し或いは拡大する前に、スモールセル
とエッジ端末に対し協力処理を行う必要があり、したがって前記スモールセルのパワーを
調整するときに、協力処理を行うために、発見信号のパワーをＸ２インタフェースによっ
て隣接したスモールセル、マクロセル或いはクラスタ内のメイン制御ユニットに通知する
必要がある。例えばＣｅｌｌ＿１はステップ２０４に基づいてそのカバレッジを収縮する
のを準備し、通常チャネルのパワーを低減し、この前に、それはこの情報をＸ２インタフ
ェースによってＣｅｌｌ＿２に通知する必要があり、二つのスモールセルのエッジ端末が
Ｃｅｌｌ＿２で優先してサービスさせ、同時に、干渉調整に役立ち、Ｃｅｌｌ＿２の測定
を干渉するまで至らない。
【０１１１】
　一般的にスモールセル層は一つ或いは複数のクラスタを含み、各クラスタは一つ或いは
複数のスモールセルを含む。上記メイン制御ユニットに対して言えば、各クラスタ内のメ
イン制御ユニットは即ち該クラスタ内の複数のスモールセルを制御するメインノードであ
る。
【０１１２】
　スモールセルがＸ２インタフェースによって、隣接したスモールセル、マクロセル或い
はクラスタ内のメイン制御ユニットにそのダウンリンクパワーの調整を通知する方式は、
以下のとおりである。ａ．発見信号のパワー、そのダウンリンクチャネル／信号のパワー
。ｂ．発見信号のパワー調整値、そのダウンリンクチャネル／信号のパワー調整値。ｃ．
発見信号とダウンリンクチャネル／信号のパワー調整との相対関係。
【０１１３】
　端末は前記スモールセルから送信した発見信号のパワーパラメータを受信し、及び前記
スモールセルから送信したダウンリンクチャネル、基準信号と発見信号などを受信する。
端末は発見信号測定を用いてダウンリンクパスロスを算出し、それによりアップリンクパ
スロスを得て、かつアップリンクのパワー割当に用いられ、発見信号測定はさらにスモー
ルセルに報告し活性化或いはスモールセル収縮などの操作に用いられる。
【０１１４】
　隣接したスモールセル、マクロセル或いはメイン制御ユニットは前記スモールセルから
送信したパワーパラメータを受信し、前記スモールセル発見信号及びダウンリンクチャネ
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ル／信号へのパワー変化情況を了解し、自身の負荷情報に合わせ、エッジ端末に対し協力
処理を行い、かつ受信したパワー情報を干渉調整メカニズムに用いられる。
【０１１５】
　ステップ２０６において、基地局はステップ２０４で構成されたパワーによってダウン
リンクチャネル、基準信号および発見信号などを送信し、続いてステップ２０２から２０
６までのプロセスを繰り返す。
【０１１６】
　スモールセルＣｅｌｌ＿１はそれぞれＰＤＳ１＿ＮＥＷ、ＰＤ１＿１＿ＮＥＷ及びＰＤ

１＿２＿ＮＥＷ、ＰＣ１＿１＿ＮＥＷ及びＰＣ１＿２＿ＮＥＷで発見信号、ダウンリンク
サービスチャネルと制御チャネルを送信する。
【０１１７】
　スモールセルＣｅｌｌ＿２はパワー自己適応調整を行わないと、発見信号、ダウンリン
クサービスチャネルと制御チャネルを送信するパワーを不変にする。
【０１１８】
　発見信号の送信パワーを不変にするのは、セルをズーミングした後に、カバレッジ以外
に新しく出現した端末をリアルタイムで発見し、再びリアルタイムでセルを拡大すること
ができるためである。
【０１１９】
　端末が報告した発見情報及び測定報告に基づいて、スモールセルはカバレッジ内の端末
の分布概略とサービス情況を了解することができ、それによりダウンリンクチャネル、基
準信号および送信信号の異なる方式のパワー自己適応調整を行い、スモールセルを収縮す
るときに、新しく出現した端末をリアルタイムに発見することができ、それによりスモー
ルセル間の干渉という問題を解決し、密集スモールセル分布シーン下のシステム性能を向
上させる。
【０１２０】
　実施例二：
　スモールセルＣｅｌｌ＿１、Ｃｅｌｌ＿２が配置され、別にＵＥ＿２１、ＵＥ＿２２、
ＵＥ＿２３、ＵＥ＿２４及びＵＥ＿２５があり、かつＣｅｌｌ＿１に属し、ＵＥ＿１１、
ＵＥ＿１２及びＵＥ＿１３はＣｅｌｌ＿２に属する。Ｃｅｌｌ＿１の負荷が比較的大きく
、Ｃｅｌｌ＿２の負荷の比較的小さい。ＵＥ＿２１はＣｅｌｌ＿２に位置するが、Ｃｅｌ
ｌ＿２の方向に向けて移動し、次第に二つのセルのエッジ交差領域に進む。
【０１２１】
　二つのスモールセルの初期状態はいずれも従来のメカニズム或いは定格パワーによりダ
ウンリンクチャネル、基準信号、及び発見信号などを送信する。スモールセルＣｅｌｌ＿
１のカバレッジ内に複数の端末が存在し、かつ異なる位置に分布され、したがってＣｅｌ
ｌ＿１は常に活性化状態にあると仮定することができ、かつスモールセルの通常チャネル
のカバレッジのズーミングを行う必要がなく、隣接領域Ｃｅｌｌ＿２の接続端末が比較的
少なく、かつ負荷が比較的小さい。
【０１２２】
　本実施例は主にＣｅｌｌ＿１の接続端末が比較的多く、かつ負荷が比較的大きいときに
、どのように新しく出現したエッジユーザを負荷の比較的小さい隣接セルに優先して接続
するのを注目し、例えばＣｅｌｌ＿２或いはＭａｃｒｏ　Ｃｅｌｌである。新しい端末の
接続を限定し、負荷問題の持続劣化を回避することができる。本実施例の方法フローは以
下のステップを含む。
【０１２３】
　ステップ３０１において、スモールセルは発見信号を送信する。
【０１２４】
　スモールセルが休止状態にある場合、スモールセルは発見信号のみを送信し、他のダウ
ンリンクチャネル或いは信号を送信せず、スモールセルが活性化状態にある場合、スモー
ルセルは発見信号、及び他のダウンリンクチャネル或いは信号を送信する。
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【０１２５】
　スモールセルの発見信号、或いは他のダウンリンクチャネル或いは信号の送信パワーの
初期化は従来のメカニズムにより、通常のカバレッジとサービス品質を確保することがで
きる。
【０１２６】
　本実施例において、Ｃｅｌｌ＿１とＣｅｌｌ＿２の初期状態はいずれも活性化状態であ
り、かつ初期は定格パワーでダウンリンク物理チャネルと信号を送信すると仮定する。
【０１２７】
　ここでスモールセルＣｅｌｌ＿１の初期発見信号の送信パワーはＰＤＳ１で、サービス
チャネルの送信パワーはＰＤ１＿１、ＰＤ１＿２、ＰＤ１＿３、ＰＤ１＿４、ＰＤ１＿５

で、制御チャネルの送信パワーはＰＣ１＿１、ＰＣ１＿２、ＰＣ１＿３、ＰＣ１＿４、Ｐ

Ｃ１＿５であると仮定する。
【０１２８】
　ここでスモールセルＣｅｌｌ＿２の初期発見信号の送信パワーはＰＤＳ１で、サービス
チャネルの送信パワーはＰＤ２＿１、ＰＤ２＿２、ＰＤ２＿３で、制御チャネルの送信パ
ワーはＰＣ２＿１、ＰＣ２＿２、ＰＣ２＿３であると仮定する。
【０１２９】
　なお、ダウンリンク各チャネル或いは信号の送信パワーは異なり、上記送信パワーの仮
定は本発明の技術的解決手段を一般的かつ定性的に説明するのみである。そのほか、ＰＤ
ＳＣＨとある動的パワー制御が存在するチャネルに対して、上記送信パワーは最大送信パ
ワーＰｍａｘに相当することができ、即ちスモールセルを収縮し或いは拡大することによ
りＰｍａｘの値を調整し、続いてこの範囲内（０～Ｐｍａｘ）で従来のプロトコルに基づ
いてダウンリンクパワー割当を行う。つまり、上記パワー仮定はこの情況下で相対静的な
Ｐｍａｘを指し、実際の動的なダウンリンクパワー割当の送信値でなく、以下は類似する
。
【０１３０】
　ステップ３０２において、端末はスモールセルから送信した発見信号を受信し、かつ該
発見信号の強度などの情報を測定する。
【０１３１】
　発見信号の強度はＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ或いはＳＩＮＲなどの測定パラメータにより定量
的に測定することができる。
【０１３２】
　ＵＥ＿１１、ＵＥ＿１２、ＵＥ＿１３、ＵＥ＿１４、ＵＥ＿１５はＣｅｌｌ＿１から送
信した発見信号を受信し、かつ該発見信号の強度を測定し、それぞれＲ＿１１、Ｒ＿１２
、Ｒ＿１３、Ｒ＿１４、Ｒ＿１５である。
【０１３３】
　ＵＥ＿２１、ＵＥ＿２２、ＵＥ＿２３はＣｅｌｌ＿２から送信した発見信号を受信し、
かつ該発見信号の強度を測定し、それぞれＲ＿２１、Ｒ＿２２、Ｒ＿２３である。
【０１３４】
　このときＵＥ＿２１はまだＣｅｌｌ＿１から送信した発見信号のカバレッジ内に到着せ
ず、Ｃｅｌｌ＿１から送信した発見信号を受信することができない。
【０１３５】
　ステップ３０３において、端末は発見情報及び測定報告をマクロセル或いはスモールセ
ルに報告する。
【０１３６】
　ＵＥ＿１１、ＵＥ＿１２、ＵＥ＿１３、ＵＥ＿１４、ＵＥ＿１５はそれぞれステップ３
０２における受信したＣｅｌｌ＿１発見情報及び測定報告をスモールセルＣｅｌｌ＿１に
報告する。
【０１３７】
　ＵＥ＿２１、ＵＥ＿２２、ＵＥ＿２３はそれぞれステップ２０２における受信したＣｅ
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ｌｌ＿２発見情報及び測定報告をスモールセルＣｅｌｌ＿２に報告する。
【０１３８】
　ステップ３０４において、マクロセル或いはスモールセルは受信した発見情報及び測定
報告に基づいて、スモールセルはどのような状態、或いはどのようなパワーでダウンリン
クチャネル、基準信号と発見信号などを送信するかを決定する。
【０１３９】
　ａ．発見信号を送信するスモールセルが休止状態にある場合、基地局はスモールセルを
活性化するか否かを決定し、かつ端末が報告した測定報告に基づいて、どのようなパワー
でダウンリンクチャネル、基準信号と発見信号などを送信するかを決定する。
【０１４０】
　ｂ．発見信号を送信するスモールセルが活性化状態にある場合、基地局は端末が報告し
た測定報告に基づいて、相応なパワーの自己適応調整を行うか否かを決定し、即ちカバレ
ッジをズーミングするか否かを決定する。
【０１４１】
　●スモールセルの接続端末がある領域内に集中すると、例えばスモールセルの中心周囲
であり、スモールセルのカバレッジの収縮を行うことができ、即ちダウンリンク物理チャ
ネルの送信パワーを低減し、発見信号のパワーを不変にし、従来のカバレッジ内に新しく
出現した端末をリアルタイムで発見できるのを確保する。
【０１４２】
　●スモールセルのカバレッジを収縮した後に、収縮された領域で端末が出現し、例えば
スモールセルを収縮した後のカバレッジは通常のカバレッジのセルの中心領域であり、し
かし通常のカバレッジの中心以外、或いはセルエッジで端末が出現する場合、スモールセ
ルのカバレッジを拡大することができ、即ちダウンリンク物理チャネルの送信パワーを高
め、新しい端末の出現をカバーすることができ、発見信号のパワーを不変にする。
【０１４３】
　●スモールセルの接続端末が比較的多く、スモールセルの負荷が比較的大きく、かつ分
布が比較的分散し、スモールセルのカバレッジを収縮し或いは拡大するのを考慮せず、こ
のときダウンリンクチャネルと基準信号の送信パワーを調整せず、発見信号のパワーを低
減し、スモールセルエッジの端末に対し隠蔽作用を果たし、接続端末の過剰を回避する。
【０１４４】
　Ｃｅｌｌ＿１はＵＥ＿１１、ＵＥ＿１２、ＵＥ＿１３、ＵＥ＿１４、ＵＥ＿１５から報
告した測定報告を受信し、５つの端末をサービスするのを了解し、接続端末の数が比較的
多く、かつ異なる領域に分布され、スモールセルの負荷が比較的大きい（端末の数が比較
的多く或いは負荷が比較的大きい決定要件はスモールセルの実際負荷能力によって制定し
、かつ測定の定量値を確定する）。スモールセルは負荷情況を二つの段階に分けると仮定
し、かつ負荷閾をＬ＿ＴＨと定め、かつ現在の負荷をＬ＿ｎｏｗに確定する。
【０１４５】
　ａ．Ｌ＿ｎｏｗ＜Ｌ＿ＴＨ、Ｃｅｌｌ＿１の負荷が比較的小さいのを説明し、かつ５つ
の端末が異なる位置に分布されるため、ダウンリンクチャネルと発見信号に対しパワー調
整を行う必要がない。発見信号のパワーを調整しないのは、ＵＥ＿２１がＣｅｌｌ＿１の
エッジ領域に進むと、Ｃｅｌｌ＿１から送信した発見信号をリアルタイムで受信すること
ができ、切替要件を満たすと、Ｃｅｌｌ＿１に接続しサービスすることができることを意
味する。
【０１４６】
　ＰＤＳ１＿ＮＥＷ＝α＊ＰＤＳ１；
　ＰＤ１＿１＿ＮＥＷ＝ＰＤ１＿１；ＰＣ１＿１＿ＮＥＷ＝ＰＣ１＿１；
　……
　ＰＤ１＿５＿ＮＥＷ＝ＰＤ１＿５；ＰＣ１＿５＿ＮＥＷ＝ＰＣ１＿５；
　α∈［０，０．１，０．２，…，１］、このときαの値は１である。
【０１４７】
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　ｂ．Ｌ＿ｎｏｗ＞＝Ｌ＿ＴＨであると、Ｃｅｌｌ＿１の負荷が比較的大きいのを説明し
、既存端末のサービス品質を確保するために、従来チャネルと基準シンボルの送信パワー
を低減せず、発見信号のパワーを低減する。発見信号のパワー低減はＵＥ＿２１がＣｅｌ
ｌ＿１のエッジ領域に進むと、Ｃｅｌｌ＿１から送信した発見信号をリアルタイムで受信
することができなく、したがってＣｅｌｌ＿２に位置し続け、或いは新しい端末がＣｅｌ
ｌ＿１とＣｅｌｌ＿２のエッジに出現し、まずＣｅｌｌ＿２の発見信号を受信し、かつ測
定報告を報告し、基地局はＣｅｌｌ＿２で優先して新しい端末にサービスすることができ
る。
【０１４８】
　ＰＤＳ１＿ＮＥＷ＝α＊ＰＤＳ１；
　ＰＤ１＿１＿ＮＥＷ＝ＰＤ１＿１；ＰＣ１＿１＿ＮＥＷ＝ＰＣ１＿１；
　……
　ＰＤ１＿５＿ＮＥＷ＝ＰＤ１＿５；ＰＣ１＿５＿ＮＥＷ＝ＰＣ１＿５；
　α∈［０，０．１，０．２，…，１］、このときαの値は１より小さい。
【０１４９】
　同様に複数の負荷閾値を設定することができ、各閾値は異なる階段の発見信号のパワー
に対応する。ズーミング因子αの値は実際システムで決定することができる。
【０１５０】
　ステップ３０５において、スモールセルはステップ３０４における設定されたパワーパ
ラメータを端末及び／又は隣接したスモールセル、マクロセル或いはメイン制御ユニット
に通知する。
【０１５１】
　端末から前記スモールセルまでのアップリンクパスロスはダウンリンク発見信号の測定
によって推定することができ、したがって発見信号のパワーをＲＲＣシグナリングによっ
て端末に通知する必要がある。
【０１５２】
　スモールセルが端末に発見信号のパワーを通知する方式は以下のとおりである。ａ．直
接調整後の発見信号のパワーをＲＲＣシグナリングによって端末に通知する。ｂ．発見信
号のパワーとｒｅｆｅｒｅｎｃｅＳｉｇｎａｌＰｏｗｅｒの係数関係或いは偏差をＲＲＣ
シグナリングによって端末に通信する。ｃ．発見信号のパワー変化値をＲＲＣシグナリン
グによって端末に通知する。
【０１５３】
　前記スモールセルがその発見信号のパワーを低減する前に、協力処理を行うために、発
見信号のパワーをＸ２インタフェースによって隣接したスモールセル、マクロセル或いは
クラスタ内のメイン制御ユニットに通知する必要がある。例えばＣｅｌｌ＿１はステップ
３０４に基づいてその発見信号のパワーを低減するのを準備し、この前、二つのスモール
セルのエッジ端末を優先してＣｅｌｌ＿２でサービスするために、それはこの情報をＸ２
インタフェースによってＣｅｌｌ＿２に通知する必要がある。
【０１５４】
　スモールセルがＸ２インタフェースによって、隣接したスモールセル、マクロセル或い
はクラスタ内のメイン制御ユニットにそのダウンリンクパワーの調整を通知する方式は、
以下のとおりである。ａ．発見信号のパワー、そのダウンリンクチャネル／信号のパワー
。ｂ．発見信号のパワー調整値、そのダウンリンクチャネル／信号のパワー調整値。ｃ．
発見信号とダウンリンクチャネル／信号のパワー調整との相対関係。
【０１５５】
　端末は前記スモールセルから送信した発見信号のパワーパラメータを受信し、及び前記
スモールセルから送信したダウンリンクチャネル、基準信号と発見信号などを受信する。
端末は発見信号測定を用いてダウンリンクパスロスを算出し、それによりアップリンクパ
スロスを得て、かつアップリンクのパワー割当に用いられ、発見信号測定はさらにスモー
ルセルに報告し活性化或いはスモールセル収縮などの操作に用いられる。
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　隣接したスモールセル、マクロセル或いはメイン制御ユニットは前記スモールセルから
送信したパワーパラメータを受信し、前記スモールセル発見信号及びダウンリンクチャネ
ル／信号へのパワー変化情況を了解し、自身の負荷情報に合わせ、エッジ端末に対し協力
処理を行い、かつ受信したパワー情報を干渉調整メカニズムに用いられる。
【０１５７】
　ステップ３０６において、基地局はステップ３０４で構成されたパワーによってダウン
リンクチャネル、基準信号と発見信号などを送信し、続いてステップ３０２からステップ
３０６までのプロセスを繰り返す。
【０１５８】
　スモールセルＣｅｌｌ＿１はそれぞれＰＤＳ１＿ＮＥＷ、ＰＤ１＿１＿ＮＥＷ、…、Ｐ

Ｄ１＿５＿ＮＥＷ、ＰＣ１＿１＿ＮＥＷ、…、ＰＣ１＿５＿ＮＥＷで発見信号、ダウンリ
ンクチャネルと制御チャネルを送信する。
【０１５９】
　スモールセルのサービス端末の数の比較的多く、或いは負荷が比較的大きく、発見信号
のパワーを低減してそのエッジに新しい出現した端末に対し隠蔽作用を果たし、これらの
端末は優先して負荷の比較的小さい隣接領域或いはマクロセルでサービスする。
【０１６０】
　端末が報告した発見情報及び測定報告に基づいて、スモールセルはカバレッジ内の端末
の分布概略とサービス情況を了解することができ、それによりダウンリンクチャネル、基
準信号と送信信号の異なる方式のパワー自己適応調整を行い、スモールセルの接続端末の
数が比較的多く及び負荷が比較的大きいときに、発見信号のパワーをリアルタイムで低減
することができ、それによりスモールセルの接続端末の数が増加し続けて引き起こした負
荷がますます大きくなるという問題を解決し、密集スモールセル分布シーン下の負荷バラ
ンス能力とシステム性能を向上させる。
【０１６１】
　以上は、本発明の最適的な実施例に過ぎなく、本発明の保護範囲を限定することに用い
られるものではない。
【産業上の利用可能性】
【０１６２】
　本発明の実施例に係る通知方法は、少なくとも発見信号パワーの不変を保持し或いは少
なくとも発見信号のパワーを調整することにより自己適応調整を実現し、自己適応調整後
に構成されたパワーパラメータを端末、及び／又は隣接したスモールセル、及び／又はマ
クロセルに通知する。本発明の実施例によれば、自己適応調整のパワーパラメータを端末
、及び／又は隣接したスモールセル、及び／又はマクロセルに通知し、自己適応調整によ
ってチャネルの適切なカバレッジ、及び端末協力時のシステム全体性能の最適化を確保す
ることができる。
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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月22日(2016.3.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ダウンリンクパワー調整の処理方法であって、
　少なくとも発見信号パワーの不変を保持し或いは少なくとも発見信号のパワーを調整す
ることにより自己適応調整を実現することを含み、
　前記少なくとも発見信号パワーの不変を保持することにより自己適応調整を実現するこ
とは、ダウンリンクチャネルと基準信号の送信パワーを調整し、かつ発見信号のパワーを
不変にすることにより自己適応調整を実現することである、前記方法。
【請求項２】
　前記少なくとも発見信号のパワーを調整することにより自己適応調整を実現することは
、
　ダウンリンクチャネルと基準信号の送信パワーを調整せず、かつ発見信号のパワーを調
整することにより自己適応調整を実現することを含むことを特徴とする
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　自己適応調整後に構成されたパワーパラメータを端末に通知することを含み、
　前記自己適応調整後に構成されたパワーパラメータを前記端末に通知することは、
　前記スモールセルがダウンリンクパワーの自己適応調整を行った後に前記通知をトリガ
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ーし、前記スモールセルは前記パワーパラメータを端末に通知することを含み、前記パワ
ーパラメータは少なくとも発見信号の関連パワーパラメータを含むことを特徴とする
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記スモールセルが前記パワーパラメータを端末に通知する方式は、
　前記スモールセルが、直接調整後の発見信号のパワーを無線リソース制御（ＲＲＣ）シ
グナリングによって前記端末に通知すること、
　前記スモールセルが、発見信号のパワーと基準信号のパワー（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅＳｉ
ｇｎａｌＰｏｗｅｒ）の係数関係或いは偏差をＲＲＣシグナリングによって前記端末に通
信すること、
　前記スモールセルが、発見信号のパワー変化値をＲＲＣシグナリングによって前記端末
に通知することのうちのいずれか一つを含むことを特徴とする
　請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　自己適応調整後に構成されたパワーパラメータを隣接したスモールセル、及び／又はマ
クロセルに通知することを含み、
　前記自己適応調整後に構成されたパワーパラメータを前記隣接したスモールセル、及び
／又は前記マクロセルに通知することは、
　前記スモールセルのカバレッジを収縮し或いは拡大する前に、或いは発見信号のパワー
を調整する前に、隣接したスモールセルとエッジ端末に対し協力処理を行う必要があり、
前記スモールセルが前記パワーパラメータを前記隣接したスモールセル、及び／又は前記
マクロセルに通知することを含み、前記パワーパラメータは少なくとも発見信号の関連パ
ワーパラメータを含むことを特徴とする
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記スモールセルが前記パワーパラメータを前記隣接したスモールセル、及び／又は前
記マクロセルに通知する方式は、
　前記スモールセルが、発見信号のパワー、及び／又は他のダウンリンクチャネル／信号
のパワーを、Ｘ２インタフェースによって前記隣接したスモールセル、及び／又は前記マ
クロセルに通知すること、
　前記スモールセルが、発見信号のパワー調整値、及び／又は他のダウンリンクチャネル
／信号のパワー調整値を、Ｘ２インタフェースによって前記隣接したスモールセル、及び
／又は前記マクロセルに通知すること、
　前記スモールセルが、発見信号とダウンリンクチャネル／信号パワー調整との相対関係
を、Ｘ２インタフェースによって前記隣接したスモールセル、及び／又は前記マクロセル
に通知することのうちのいずれか一つを含むことを特徴とする
　請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　ダウンリンクパワー調整の処理装置であって、
　少なくとも発見信号パワーの不変を保持し或いは少なくとも発見信号のパワーを調整す
ることにより自己適応調整を実現するように構成される通知ユニットを含み、
　前記通知ユニットは、さらに少なくとも発見信号パワーの不変を保持することにより自
己適応調整を実現することは、ダウンリンクチャネルと基準信号の送信パワーを調整し、
かつ発見信号のパワーを不変にするように構成される、前記装置。
【請求項８】
　前記通知ユニットは、さらに少なくとも発見信号のパワーを調整することにより自己適
応調整を実現することは、ダウンリンクチャネルと基準信号の送信パワーを調整せず、か
つ発見信号のパワーを調整することにより自己適応調整を実現するように構成されること
を特徴とする
　請求項７に記載の装置。
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【請求項９】
　前記通知ユニットは、自己適応調整後に構成されたパワーパラメータを端末に通知する
ように構成され、前記スモールセルがダウンリンクパワーの自己適応調整を行った後に前
記通知をトリガーし、前記スモールセルは前記パワーパラメータを端末に通知するように
構成され、前記パワーパラメータは少なくとも発見信号の関連パワーパラメータを含むこ
とを特徴とする
　請求項７に記載の装置。
【請求項１０】
　前記通知ユニットは、前記パワーパラメータを端末に通知する方式が、
　直接調整後の発見信号のパワーを無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングによって前
記端末に通知すること、
　発見信号のパワーと基準信号のパワー（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅＳｉｇｎａｌＰｏｗｅｒ）
の係数関係或いは偏差をＲＲＣシグナリングによって前記端末に通信すること、
　発見信号のパワー変化値をＲＲＣシグナリングによって前記端末に通知することのうち
のいずれか一つを含むように構成されることを特徴とする
　請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　ダウンリンクパワー調整の取得方法であって、
　端末、及び／又は隣接したスモールセル、及び／又はマクロセルが、自己適応調整後に
構成されたパワーパラメータを受信することを含むことを特徴とする、前記方法。
【請求項１２】
　前記端末が前記パワーパラメータを受信した後に、
　前記パワーパラメータに基づいて発見信号を送信するスモールセルのその発見信号のパ
ワー、発見信号及びダウンリンクチャネル／信号を取得し、端末は発見信号の測定に基づ
いてダウンリンクパスロスを算出し、アップリンクパスロスを得て、かつアップリンクの
パワー割当に用いられることを含むことを特徴とする
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記隣接したスモールセル、及び／又は前記マクロセルが前記パワーパラメータを受信
した後に、
　前記パワーパラメータに基づいて発見信号を送信するスモールセルのその発見信号及び
ダウンリンクチャネル／基準信号のパワー変化情況を取得し、前記隣接したスモールセル
、及び／又は前記マクロセル自身の負荷情況に合わせて、エッジ端末に対し協力処理を行
い、前記パワーパラメータを干渉調整メカニズムに用いられることを含むことを特徴とす
る
　請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　ダウンリンクパワー調整の取得装置であって、
　端末、及び／又は隣接したスモールセル、及び／又はマクロセル側で自己適応調整後に
構成されたパワーパラメータを受信するように構成されるパワーパラメータ受信ユニット
を含む、前記装置。
【請求項１５】
　前記パワーパラメータに基づいて発見信号を送信するスモールセルのその発見信号のパ
ワー、発見信号及びダウンリンクチャネル／信号を取得し、端末側で発見信号の測定に基
づいてダウンリンクパスロスを算出し、アップリンクパスロスを得て、かつアップリンク
のパワー割当に用いられるように構成されるパワー割当ユニットを含むことを特徴とする
　請求項１４に記載の装置。
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